










































































































































































































































































































ズッキーニ ○ △ □ □ ○ △ □ □
コメ ○ △ □ □
ゴボウ ○ □ □
ナガイモ ○ □ □
エダマメ ○ □ □
8 9 10 114 5 6 7
アスパラガス






































































t 円/kg 千円 千円 時間 千円 ％ 千円/時間
0.8 989 791 327 234 465 58.7 2.0
0.6 280 196 61 15.6 135 69.0 8.7























































4 アスパラ(100a) 直売所 1996 －

















9 ▲ アスパラ(25a) 直売所 1982 カスミソウ
10 ●▲ アスパラ(15a) 直売所 2013 －
11 ●▲ アスパラ(10a) 農協
市場
－ －
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年
第７図　 飯山市および常盤地区・岡山地区におけ
るアスパラガスの栽培面積の推移
 （JA北信州みゆき提供資料により作成）
－159－
ス生産量が全国で１位となったが，1999年の２度
の水害以降，アスパラガスの連作障害や病害が同
時期に発生するようになった．その結果，アスパ
ラガスの栽培面積を減少させたり，アスパラガス
から他の作物へ切り替えたり，経営形態を変化さ
せる農家が相次いだ．
飯山市常盤地区のアスパラガス生産量は全盛期
に比べると，大幅に減少しているものの，常盤地
区の農業外就業者が定年退職を機にアスパラガス
を新たに導入するといった若干の増加傾向がみら
れる．2000年代になると，農家は直売所への直接
出荷が可能となり，高齢農家は多品目少量生産が
直売所の出荷の際には都合が良く，若年層の後継
者のいる農家は差別化できる作物の導入するよう
になる．農家は作物によって，出荷先を農協，市場，
直売所，小売店，宅配を自由に選択しながら，消
費者のニーズに応じて，農業経営をしている．販
路拡大および販売促進が可能となったことが農家
経営の自発的発展に貢献しているといえる．
次に，連作障害発生後，アスパラガス栽培跡地
の耕作放棄地は，企業が進出して利用し，大豆な
どの作物が大規模に栽培されている．企業が大規
模農業を展開することで，若年層農業従事者の雇
用効果も生じている．加えて，伝統野菜としての
常盤ゴボウ生産の重要性も再び高まってきた．ま
た，アスパラガスには30年程度で産地が移動して
いくという特徴がある．飯山市では，アスパラガ
ス主産地は常盤地区から岡山地区にある国営農地
開発のなべくら高原へと移動している．このよう
な変化に加えて，今後は高齢化の進行と合わせた
さらなる変化が予測される．
本稿の作成にあたり，常盤地区における農家の方々，飯山市経済部農林課の江尻浩和氏および霜鳥雄樹
氏，JA北信州みゆき営農指導課の髙橋正和氏および岩月隆志氏には多大なご協力を賜りました．また，土
地利用図の製図は，筑波大学の宮坂和人技術専門職員に依頼しました．本稿の執筆にあたって，呉羽正昭
先生をはじめとする筑波大学生命環境科学研究科の諸先生よりご指導を賜りました．末筆ながら以上記し
て感謝申し上げます．なお，本稿の骨子は2016年日本地理学会秋季学術大会（於：東北大学）にて発表した．
［注］
１） 常盤地区戸隠集落では畳表，小沼集落ではほうき，大倉崎集落では畳表および縄と集落ごとに家内副
業の種類に差異があった．
２）マイパール長野はJAの子会社である．
３） 最初にズッキーニが導入されたのは木島平村で，JA木島平村の技術員がヨーロッパ視察後の1985年こ
ろにズッキーニ栽培を開始した．
４） 直売所，A-COOPともに農協の関連施設である．
５）ボラバイターは，有償の援農ボランティアに類似した労働形態を指す．
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